
北
か
ら
南
か
ら

♯010

北陸地区 城山高架橋

開通式の様子（出典：国土交通省HPより）

（
関
東
支
部
）

・
首
都
高
速
道
路　

中
央
環
状
線
全
線
開
通

（
中
部
支
部
）

・
国
道
4
7
3
号
バ
イ
パ
ス
、市
道
原
下
衣

文
線（
新
学
校
橋
）

・
国
道
2
6
0
号
錦
峠（
南
伊
勢
町
棚
橋

竈
地
内
1.
8
㎞
）

・
国
道
１
号
北
勢
バ
イ
パ
ス（
垂
坂
町
～
山

之
一
色
町
１.
４
㎞
）

（
東
北
支
部
）

常
磐
自
動
車
道（
常
磐
富
岡
Ｉ
Ｃ
～
浪

江
Ｉ
Ｃ
）

　

震
災
や
原
発
事
故
の
影
響
で
建
設
が
遅

れ
て
い
た
首
都
圏
と
東
北
地
方
の
太
平
洋

沿
岸
を
結
ぶ
常
磐
自
動
車
道
が
平
成
27
年

３
月
１
日
、全
線
で
開
通
し
、開
通
を
祝
う

式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

常
磐
自
動
車
道
は
、
首
都
圏
と
宮
城
県

の
間
の
太
平
洋
沿
岸
の
お
よ
そ
３
０
０
㎞

を
結
ぶ
高
速
道
路
で
、こ
れ
ま
で
開
通
し
て

い
な
か
っ
た
福
島
県
の
常
磐
富
岡
Ｉ
Ｃ
と
、

浪
江
Ｉ
Ｃ
の
間
の
お
よ
そ
14
㎞
の
区
間
が

新
た
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、計
画
か

ら
お
よ
そ
50
年
を
経
て
、全
線
で
開
通
し
ま

し
た
。

　

常
磐
富
岡
Ｉ
Ｃ
近
く
で
行
わ
れ
た
記
念

式
典
に
は
、
安
倍
総
理
大
臣
や
内
堀
知
事
、

そ
れ
に
沿
線
の
住
民
の
代
表
な
ど
、お
よ
そ

1
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

日
本
全
国
、海
外
か
ら
開
通
の
話
題

高
規
格
道
路
・
幹
線
道
路
な
ど

近畿地区 蛇穴1号橋

（
北
陸
支
部
）

能
越
自
動
車
道　

七
尾
氷
見
道
路
が

全
線
開
通

　

平
成
27
年
２
月
27
日
、能
越
自
動
車
道

　

七
尾
氷
見
道
路
の
七
尾
Ｉ
Ｃ
～
七
尾

城
山
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長
3.
2
㎞
）
と
七
尾

大
泊
Ｉ
Ｃ
～
灘
浦
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長
7.
1

㎞
）
が
開
通
し
、
七
尾
氷
見
道
路
（
総
延

長
28.
1
㎞
）
が
全
線
開
通
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
能
登
の
観
光
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。
今
回
開

通
し
た
七
尾
Ｉ
Ｃ
～
七
尾
城
山
I
C
間

に
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
城
山
高
架
橋
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
他

・
国
道
８
号
入
善
黒
部
バ
イ
パ
ス（
黒
部

市
古
御
堂
～
魚
津
市
江
口
7.
3
㎞
）

（
近
畿
支
部
）

京
奈
和
自
動
車
道　

大
和
御
所
道
路

（
御
所
Ｉ
Ｃ
～
御
所
南
Ｉ
Ｃ
）開
通

　

平
成
27
年
３
月
21
日
、
大
和
御
所
道
路

自
動
車
専
用
部
の
御
所
Ｉ
Ｃ
～
御
所
南

Ｉ
Ｃ
（
延
長
2.
5
㎞
）
が
開
通
し
ま
し

た
。
翌
日
22
日
に
、
郡
山
下
ツ
道
Ｊ
Ｃ
Ｔ

～
郡
山
南
Ｉ
Ｃ
（
延
長
1.
6
㎞
）
も
開
通

し
、西
名
阪
自
動
車
道
と
交
差
す
る
、奈
良

県
初
の
Ｊ
Ｃ
Ｔ
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
翌
週
の
28
日
に
大
和
区
間
内
の

天
理
王
寺
線
～
桜
井
田
原
本
王
寺
線

間
（
延
長
3.
5
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
和
御
所
道
路
専
用
部
の

約
６
割
が
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他

・
国
道
１
５
８
号 

中
部
縦
貫
自
動
車
道 

永
平
寺
大
野
道
路
（
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
･

Ｉ
Ｃ
～
松
岡
Ｉ
Ｃ
間
）直
結
開
通

・
国
道
８
号
塩
津
バ
イ
パ
ス（
長
浜
市
西

浅
井
町
塩
津
浜
０.
９
㎞
）
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中国地区 三玉橋

姫田Bランプ橋

九州地区 番匠川橋

（
四
国
支
部
）

・
徳
島
自
動
車
道（
鳴
門
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
徳
島
Ｉ

Ｃ
）開
通

・一
般
国
道
1
9
2
号　

徳
島
南
環
状
道
路

（
上
八
万
Ｉ
Ｃ
～
徳
島
市
八
万
町
橋
北

間
2.
2
㎞
）

・
松
山
外
環
状
道
路
イ
ン
タ
ー
線（
市
坪
Ｉ

Ｃ
～
余
戸
南
Ｉ
Ｃ
1.
8
㎞
）

・一
般
国
道
55
号
大
山
道
路（
安
芸
市
下
山

～
河
野
2.
0
㎞
）

・
国
道
11
号
大
内
白
鳥
バ
イ
パ
ス（
東
か
が

わ
市
川
東
～
西
村
1.
2
㎞
）

・
高
知
東
部
自
動
車
道　

高
知
南
国
道

路（
高
知
南
Ｉ
Ｃ
～
な
ん
こ
く
南
Ｉ
Ｃ

4.
7
㎞
）

・一
般
国
道
56
号
宇
和
島
道
路（
津
島
高
田

Ｉ
Ｃ
～
津
島
岩
松
Ｉ
Ｃ
3.
5
㎞
）

 

上
野
東
京
ラ
イ
ン
開
業

　

平
成
27
年
3
月
14
日
、「
上
野
東
京
ラ
イ

ン
」が
開
業
し
ま
し
た
。
上
野
～
東
京
間
約

3.
8
㎞
に
新
ル
ー
ト
が
建
設
さ
れ
、Ｊ
Ｒ

東
海
道
本
線
と
、東
北
本
線
・
高
崎
線
・
常
磐

線
が
相
互
乗
り
入
れ
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
開
業
し
た
区
間
の
う
ち
、靖
国
通
り

付
近
か
ら
神
田
駅
南
側
ま
で
の
約
1.
3
㎞

の
区
間
に
は
高
架
橋
が
新
設
さ
れ
、中
間
付

近
約
0.
6
㎞
は
、
東
北
新
幹
線
の
高
架
橋

の
直
上
に
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
架
橋
新
設
区
間
の
う
ち
、
新
幹

線
の
直
上
と
な
る
区
間
を
含
む
約
0.

75
㎞

は
19
橋
の
単
純
桁
橋
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
17
橋
と
鋼
桁
橋
2
橋
が
、

本
工
事
用
に
製
作
し
た
移
動
式
の
桁
架
設

機
を
用
い
て
架
設
さ
れ
ま
し
た
。

鉄道 上野東京ライン

鉄　

道

（
中
国
支
部
）

尾
道
松
江
線

（
世
羅
Ｉ
Ｃ
～
吉
舎
Ｉ
Ｃ
）開
通

　

平
成
27
年
３
月
22
日
、尾
道
松
江
線
の
世

羅
Ｉ
Ｃ
～
吉
舎
Ｉ
Ｃ
間（
延
長
20.
4
㎞
）

が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
開
通
に
よ
り
尾
道

松
江
線
が
全
線
開
通
す
る
こ
と
に
な
り
、山

陰
と
山
陽
、
四
国
ま
で
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

・
東
広
島
・
呉
自
動
車
道（
馬
木
Ｉ
Ｃ
～
黒

瀬
Ｉ
Ｃ
８.
８
㎞
）

・
仁
摩
温
泉
津
道
路（
仁
摩
石
見
銀
山
Ｉ
Ｃ

～
湯
里
Ｉ
Ｃ
５.
９
㎞
）

・
一
般
国
道
１
９
１
号
下
関
バ
イ
パ
ス（
下

関
市
汐
入
町
～
安
岡
駅
前
二
丁
目
間

５.
８
㎞
）

・
国
道
２
号
玉
島
・
笠
岡
道
路（
玉
島
西
Ｉ

Ｃ
～
浅
口
金
光
Ｉ
Ｃ
４.
５
㎞
）

（
九
州
支
部
）

東
九
州
自
動
車
道

（
佐
伯
Ｉ
Ｃ
～
蒲
江
Ｉ
Ｃ
）開
通

　

平
成
27
年
３
月
21
日
、東
九
州
自
動
車
道

の
佐
伯
Ｉ
Ｃ
～
蒲
江
Ｉ
Ｃ（
20.
4
㎞
）が
開

通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
宮
崎
市
と
大
分

市
が
高
速
道
路
で
つ
な
が
り
、
大
分
県
内
の

東
九
州
道
は
全
線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

4141  　　    PCプレス　PCプレス　2015 2015 ／ ／ May May ／ Vol.007／ Vol.007

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION



ニャッタン橋式典の様子

ノンタブリ橋

海外 ネアックルン橋

式典の様子

ノンタブリ橋 白バイに先導された渡初め

つ
ば
さ
橋（
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
橋
）が
開
通

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
道
１
号
線
の
メ
コ
ン
川

を
跨
ぐ
つ
ば
さ
橋（
ネ
ア
ッ
ク
ル
ン
橋
）が
完

成
し
、
平
成
27
年
4
月
6
日
に
現
地
で
開

通
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
フ
ン
・
セ
ン
首
相
、ト
ラ
ム
・
イ

ウ
テ
ッ
ク
公
共
事
業
運
輸
大
臣
ら
カ
ン
ボ

ジ
ア
側
出
席
者
と
、日
本
か
ら
は
西
村
明
宏

国
土
交
通
副
大
臣
、
隈
丸
優
次
駐
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
特
命
全
権
大
使
が
出
席
し
、
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
は
、主
橋
部
分
は
３
径
間
連
続
Ｐ

Ｃ
斜
張
橋
で
、
高
さ
1
2
1
ｍ
の
主
塔
２

基
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
橋
桁
を
支
え
る
構

造
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
斜
張
橋
で
の「
支

間
3
3
0
ｍ
（
２
本
の
主
塔
の
間
隔
）」
は

ア
ジ
ア
で
も
最
大
級
規
模
を
誇
り
ま
す
。

ア
プ
ロ
ー
チ
橋（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
桁
橋
）は
東
側
・
西

側
を
併
せ
て
1.
5
㎞
を
越
え
、さ
ら
に
ア

プ
ロ
ー
チ
道
路
は
全
長
3.
0
㎞
に
及
び
、

工
事
総
延
長
は
5.

46
㎞
に
達
す
る
大
規

模
工
事
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
月
に
は
、橋
の
中
央
部
で
桁
を
結
合
す

る「
閉
合
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に

「
つ
ば
さ
橋
」
と
正
式
に
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
本
橋
が
描
か
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

新
5
0
0
リ
エ
ル
紙
幣（
約
15
円
）が
発
行

さ
れ
る
な
ど
、日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
友
好

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

タ
イ　
ノ
ン
タ
ブ
リ
橋
供
用
開
始

　

ノ
ン
タ
ブ
リ
橋
は
タ
イ
王
国
初
と
な
る
エ

ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
、
橋
長
4
6
0

ｍ
、
最
大
支
間
長
2
0
0
ｍ
、
幅
員
33
ｍ
、

張
出
し
架
設
工
法
の
橋
梁
と
し
て
は
ア
ジ

ア
最
大
級
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム　
ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋
開
通

　

ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋
は
、ソ
ン
ホ
ン
川（
紅
河
）を

跨
ぐ
道
路
橋
で
す
。
平
成
27
年
1
月
4
日

に
開
通
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
橋
梁

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
慢
性
化
す
る
ハ
ノ
イ

市
の
交
通
渋
滞
解
消
に
寄
与
し
ま
す
。
斜

材
を
支
え
る
主
塔
は
、高
さ
1
1
1
ｍ
も
あ

り
世
界
有
数
の
斜
張
橋
で
す
。

海　

外
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高
校
生「
橋
梁
模
型
」作
品
発
表
会

（
東
北
支
部
）

　

高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表
会

が
平
成
27
年
2
月
12
日
に
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、土
木
技
術
を
学
び
将
来
の
社
会
資

本
づ
く
り
を
担
う
高
校
生
に
、
模
型
づ
く

り
を
通
じ
て
橋
の
種
類
や
構
造
に
関
す

る
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
13
回
目
と
な
る
今
回
は
、東
北
6
県

の
20
校
か
ら
37
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
当

日
は
一
次
審
査
を
通
過
し
た
作
品
が
、一

般
来
場
者
に
よ
る
審
査
と
審
査
員
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
経
て
、

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
審
査
員
特
別
賞
な

ど
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
田
村
香
奈
さ
ん
、
菅

原
月
野
さ
ん
（
秋
田
県
立
大
館
工
業
高

等
学
校
土
木
・
建
築
科
３
年
）
が
製
作
し

た
「
西
田
橋
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。「
西

田
橋
」
は
鹿
児
島
市
を
流
れ
る
甲
突
川

（
こ
う
つ
き
が
わ
）
に
か
つ
て
架
か
っ
て
い

た
「
甲
突
川
五
石
橋
」の
ひ
と
つ
で
、
平
成

５
年
８
月
６
日
の
鹿
児
島
大
水
害
の
被

害
を
受
け
、
現
在
は
同
市
の
石
橋
記
念

公
園
に
移
設
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
橋
梁
技

術
講
演
会
で
、
Ｐ
Ｃ
建
協
の
山
口
技
術

次
長
が
「
橋
づ
く
り
の
仕
事
」
と
題
し
た

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

尚
、
東
北
支
部
で
は
平
成
14
年
度
か

ら
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表
会

実
行
委
員
会
（
委
員
長 

益
子
支
部
長
）

の
一
員
と
し
て
作
品
発
表
会
を
共
催
し

て
い
ま
す
。

各
地
に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
が
派
遣

さ
れ
る

（
北
陸
支
部
）

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
多
く
の
学
生
に
プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、Ｐ
Ｃ
技
術
専

門
家
を
派
遣
し
て
学
生
を
対
象
と
し
た
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

北
陸
支
部
で
は
、平
成
27
年
1
月
26
日
に

新
潟
大
学
工
学
部
建
設
学
科
３
年
生
14
名

に
、「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の

架
設
工
法
と
新
技
術
・
新
工
法
」に
つ
い
て
の

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
内
容
は
、「
Ｐ
Ｃ

構
造
の
特
徴
」「
Ｐ
Ｃ
橋
の
架
設
」「
新
し
い
Ｐ

Ｃ
橋
」「
橋
梁
以
外
の
Ｐ
Ｃ
構
造
物
」「
新
潟

県
の
Ｐ
Ｃ
構
造
物
」の
５
項
目
で
し
た
。

　

各
支
部
に
お
い
て
も
、学
校
に
Ｐ
Ｃ
技
術

専
門
家
を
派
遣
し
、同
様
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

支
部
活
動
の
話
題
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熊
本
県
橋
梁
技
術
説
明
会

（
九
州
支
部
）

　

九
州
支
部
で
は
、（
一
社
）日
本
橋
梁
建
設

協
会
と
合
同
で
、熊
本
県
橋
梁
技
術
説
明
会

を
熊
本
県
共
催
の
も
と
、平
成
27
年
2
月
20

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
対
象
者
は
、熊
本
県

お
よ
び
県
内
の
市
町
村
に
勤
務
す
る
技
術

系
職
員
の
方
で
、若
手
か
ら
熟
練
技
術
者
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
77
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
内
容
は
、P
C
橋
お
よ
び
鋼
橋
の
理
解

度
の
向
上
を
目
的
と
し
、一
般
的
な
基
礎
知

識
の
説
明
、
補
修
・
補
強
工
事
の
事
例
紹
介
、

そ
の
工
事
を
行
う
う
え
で
の
留
意
事
項
の
説

明
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
講
習
内
容
で
し
た
。

現
場
見
学
会
開
催

（
中
部
支
部
）

　

平
成
27
年
3
月
10
日
に
中
部
支
部
で
、

名
古
屋
大
学
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
講
座
の

学
生
と
教
員
を
対
象
と
し
た
、
新
名
神
高

速
道
路
の
橋
梁
工
事
を
廻
る
現
場
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
日
本

高
速
道
路
（
株
）
名
古
屋
支
社
四
日
市
工

事
事
務
所
と
共
催
し
た
も
の
で
す
。

　

見
学
会
に
は
、
留
学
生
２
名
を
含
む
学

生
10
名
と
教
員
４
名
が
参
加
し
、
建
設
中

の
安
楽
川
橋
（
Ｐ
Ｃ
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
箱

桁
橋 

施
工
/
三
井
住
友
建
設
）、朝
明
川

橋
（
鋼
・
Ｐ
Ｃ
混
合
３
径
間
連
続
ア
ー
チ

補
剛
箱
桁
橋 

施
工
/
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
・
川
田
工
業
・
川
田
建
設
特
定

Ｊ
Ｖ
）
な
ら
び
に
小
牧
高
架
橋
（
Ｐ
Ｒ
Ｃ

連
続
箱
桁
橋 

施
工
/
清
水
建
設
）
の
３

橋
を
バ
ス
で
廻
り
ま
し
た
。

　

安
楽
川
橋
で
は
供
用
中
の
新
名
神
高

速
道
路
に
挟
ま
れ
た
区
間
で
施
工
中
の
橋

脚
工
や
基
礎
工
を
、
朝
明
川
橋
で
は
送
り

出
し
架
設
完
了
後
の
鋼
桁
と
Ｐ
Ｃ
桁
の

接
合
部
を
、
そ
し
て
、
小
牧
高
架
橋
で
は

橋
面
か
ら
ワ
ー
ゲ
ン
を
使
っ
た
張
出
架
設

の
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。

安楽川橋

朝明川橋

（
一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

　

設
計
者
と
施
工
者
と
の
技
術
的
交
流
を
目

的
と
し
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
関
東
支
部
）

関
東
支
部
で
は
、平
成
27
年
２
月
12
日
に
、

①
設
計
図
面
に
入
れ
る
注
釈
内
容
に
関
し
て

②
三
者
会
議
に
お
け
る
設
計
思
想
説
明
会

議
の
開
催
に
関
し
て
③
補
修
・
補
強
設
計
及

び
工
事
に
関
す
る
発
注
方
式
に
関
し
て
④

Ｐ
Ｃ
建
協
技
術
相
談
窓
口
の
運
用
に
関
し

て
⑤
橋
梁
工
事
費
実
績
表
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

分
け
に
つ
い
て
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

関
西
支
部
で
は
、平
成
27
年
3
月
10
日
に
、

①
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
の
活
動
・
取

り
組
み
に
つ
い
て
②
Ｐ
Ｃ
建
協
の
活
動
・
取

り
組
み
に
つ
い
て
③
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
と
Ｐ
Ｃ
建
協
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

（
互
い
の
協
会
お
よ
び
協
会
会
員
の
技
術

力
向
上
を
目
的
と
し
た
活
動
）、
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
他
支
部
）

平
成
26
年
7
月
14
日
に
は
、
九
州
支
部
、
平

成
26
年
9
月
12
日
に
は
、中
国
支
部
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
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今回の特集は、「北陸新幹線」が3月14日に開業したことを受け、開通フィーバーの余韻が残る３月に、北陸方面を取材しました。創

刊号では金沢県を中心とした特集でしたが、今回は富山県を中心に、富山湾に流れ込む河川に架かる北陸新幹線のＰＣ橋をメイン

に紹介しました。新幹線が富山湾に面して走行する区間では、紹介した橋梁以外にも、数多くのＰＣの橋梁や高架橋が続き、新幹線

の車窓から見える立山連峰の眺めは絶景です。お出かけの際はぜひ車窓からの景色も堪能していただければと思います。また、「特

別企画」では、ＰＣ技術の伝承やこれからの時代を担う若者へのメッセージとして、女性技術者も含めたベテラン技術者の話を聞かせ

ていただきました。「こんなところにもＰＣが！」では、噴水施設のＰＣ技術を、「明日を築くプロジェクトの風景」では、離島を結ぶ橋と

して、日生（ひなせ）大橋と伊良部大橋を紹介しました。本誌をご覧になり、北陸新幹線を始めとした様々な用途で使われているＰＣ

技術に興味を持たれ、一人でも多くの方がＰＣのファンになっていただければ幸いです。　　　 　　　　　　　　　　　　（西永）

編集後記

編集委員会

編集幹事会

木下 賢司（編集委員長）、　樫福 浄（編集副委員長）、　有馬 浩史、　竹本 伸一、　鈴木 義晃、　的場 純一、　松嶋 憲昭、

小山 康寛、　髙松 正伸

手賀 由成（幹事長）、　松山 高広（副幹事長）、　廣部 永隆（副幹事長）、　白石 紀之、　俵 綾子、　南 浩郎、　浅見 聡、

大谷 圭介、　太田 誠、　吉田 健治、　清水 郁子、　山口 拓也、　西永 卓司
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ポストテンション

プレテンション

補修・補強工事

合計

ＰＣ統計（受注実績）
　平成26年度PC建協会員のPC
関連の受注総額は、平成22年度
以降4年連続して増加傾向にあり、
2530億円（対前年比101%）とな
りました。
　用途別では、道路橋は減少し
たものの、建築構造物 266億円

（156%）、容 器 構 造 物 93 億 円
（121%）となっています。

平成26年度用途別受注実績 年度別受注推移

道路橋
2,052.5　68.3%

鉄道橋
163.1　5.4%

その他橋梁
4.5　0.1%

容器構造物
66.9　2.2%

建築構造物
237.9　7.9%

防災構造物
12.4　0.4%

マクラギ
52.5　1.7%

その他
65.8　2.2%

補修補強
347.8　11.6%

道路橋 鉄道橋 その他橋梁
容器構造物 建築構造物 防災構造物
マクラギ その他 補修補強

2,123

1,629 1,621
1,810 1,812

1,623

553
371 448 385 410

626

155 174 216 227 287 281
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2,174
2,285

2,422 2,509 2,530
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